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噂

　

　
．

●
日

本
住
血

吸
蟲
の

「

セ

ル

が

リ

ァ
」

髦゚

≦・‘
Ω
o
国
哩

氏

に

藻
浪

鑑
博
士

よ

り

丙
o
国

自
d

氏

仁

邁
ら

れ

れ

生
｝、
れ
ミ

キ

イ

サ

が

三
薯
薯
ミ

§
§

亀
§
・）
の

難
よ

”

日

本
住
血

吸

蟲
の
「

セ

〃

ヵ

リ

ァ
」

を

得

其

形
態
並
に

生

態

な
觀

察
し

穴。

材

料
は

主
に

生

鮮
の

儘
時
計
硝

子
又

は

載
物

硝

子

上

で

叢
顕

微
鏡
或

は
涌
常
の

顯

徽
鏡

霜
ひ

て

檢
し

鳶
。

特
に

浸

油
接

物
．

ソ

ズ

に

低

度

の

接
眼
レ

ン

ズ

葎

使

用

し

て

好
緒

果
な

得
れ
。

其
他

に

切

片

標
本
な

も

作
つ

て

生

齟

の

觀
察
な

補
つ

ち。

　

日

木
住

血
吸

蟲
即

ち
こQへ
詳

韓
毳
§
§

楓

§
§
貯

§
ぎ

と
他
の

二

種

の

人

體

寄
生
佳

血

吸
蟲
即

ち

毟
§
き
§
§
…
、
ρ
“

茜

§

§
ー

の
「

セ

〃

カ

リ

ア
」

は

互

に

酷
似

し
て

居
て
、

區
別

す
べ

き

明
か

な

特
徴
を
見

出
す

事
が

出
來
な

い
、

何
れ

も
體
小
さ

ー
二

岐
し
陀

尾

を
有
し、

眼
點

咽
頭

を
歓

き、

淌

化

管
著
し
ー

退
化
し、

體
表
に

尖

端
の

後
方
に

向
ふ

刺
状
突

起
を

密
生
し、

腹
吸

盤
小
さ

ζ

體
の

後

端
よ
b
三

分
の
一

の

位
置
に

あ

り、

體
の

後
牛
は

大
な

る

單
細

胞

腺
に

よ

ゲ
て

埋
め

ら
れ、

其

腺
の

導
管
は

口

吸
盤

を

貫
迺
し
て

體

の
前

端
に

開

ー、

口

駁

盤
は

著

し
く
變
化

し
其
中
に

雨

記
の

導

管

の

外
に

今
一

つ

の

腺
賦

體
を
埋

藏
す
る
、

排
泄
器
は

甚
少

數
の

焔

細
胞

と
左

右
相
稱

状
の

排
泄

嚢
と
よ

り

成
り、

後
者
は

尾
の

中
に

も

入
b
込

む
。

　

著
者
の

本
種
に

就
て

の

觀
察
の

中
特
に

注
意
に

値
す
る

點
を

墨

げ

れ
ば、、

缶
づ

排
泄

嚢
の

體

部
に

於
け

る

部
分
は
V

字

形
を
な

し、

其
後
端
の

癒
合
部
よ

b
一

本
01

管
出
で

≧

尾

部
を

縱
に

貫
き

尾
の

分
岐
部
で

二

つ

に

岐
れ

、

各
々

の

枝
は

尾
の

枝
の

末
端
で
一

っ

の

排
泄
口

に

よ
つ

て

外
に

開
く

。

叉

排
泄
嚢
の

臂
の

前

端

よ
り

は

各

　

　
　
（

妙

　
録
）

o
旧

本

住
血

級
蟲
の
「

セ

〃

カ

リ

ァ
」

、

側
二

本
の

集
合
管
出

で
、

更
に
二

岐
し
て

毛
細

管
ど
な
b
や

．

其

終

に
一

個
づ

圭

焔
細
胞
を
具

ふ
。
・

故
に

燈
細
胞
の

総
数
は

八

個
（

餐

側

四
個
宛
）

で

あ

る
。

右
排
泄
器
に

對
す
る

從
來
の

研

究
者
の

觀

察
は

何
れ

も

甚
だ
不

完
全
で

あ

る
。

　

次
に

口

吸

盤
は
成

體
の

者
と

著
し

く
違
ひ、

體
の

前
方
三

分
の

一

以
上
の

部
分
を

占
め
、

明
に

前
後
の

二

部
に

區
分
ゼ

ら

れ
る

。

前

部
は

即

ち

體
の

前
端

部
を
な

す

部
分
で

、

此

部
に

は

他
の

體
部

と
同
樣
の

縱
走
及

輪
駿
の

筋

繊
維
が

あ

る．

売
も
此
等

筋

縁
維
は

他

部
で

見
る

者
よ
り

幾
分
太
い

。

後

部
は

ゑ
蕉
體
表
よ
う

離
れ
て

體
組

織
中
に

埋
沒

し、

其

壁
に

は

殊
に

良
く

登

育
し
詫

輪
斌

筋
が

あ
る

。

口

吸
盤
の

中

軸
に

は

嚢

勝
腺
（

頭

界
槍
林

氏、

宮
川

氏
）

が

あ

り・

稍
粗
な

粒

状

體

を

含
ん

で

居
る

。

又

體

の

後

牛

に
は

二

（

5

嘗
巴
言

σq
『
昌

曾
、

べ

毒
腺
！

宜
入、
鈴
木
兩

氏、

刺
腺
i
楢
林

氏
）

と

呼
ぶ

べ

き

亘
大
な

單
細

胞

腺
が

各

側
五

個
宛
あ
つ

で
、

其
導

管

は

口

吸
盤
の

組
織

を
畏

通
し

て

醴
の

前
端
に

開

く
。

此

腺
の

分

泌

物
は

多

分
穿
入
a
際

宿
圭

體
の

親

織
を

溶
解
す
る

用
を
な
す

者
で

あ
ら
う

。

同
時
に

宿
主
體
よ

り

出
つ

る

毒
素
を
中
和
ず

る

作

用
も

持
つ

て

居
る

か

も

知
れ

な

い、

前
認
頭

腺
も

亦
同
檬
宿

滋

饐
に

穿

入
の

際
に

役
立

つ

者
と

思
は

れ

る
。

　（
q

ぎ噛

費

§
℃

毳’

き
ミ゚
℃

ぎ
ド

μ

。。

レ
。

」

ご

曼
 

 

　
　
　

（

駒
井

卓
）

O
日
奉
住
血

吸

蟲
の
「

ミ

ヲ
シ

ヂ

ウ
ム

」

　

●
日

本
住
血
吸
蟲
の

「

・
、

」

7
シ

ず

ウ

ム

∵

前

項
「

セ

〃°
カ

リ
ア
」

に

關
す
る
論…
交
の

著

者

ゑ
 

≦
・

OO
瀬
弓

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
二

七
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「
（

雜

　
　
錬
）

○
人

鹸
雜
認
（

三
」

は

更
に
「

ミ

ラ

シ

ヂ

ク
ム

」

を
も

研

究
し
た

。

其
結

果
を
摘

録
す

れ

ば、

鱧
の

前

部
に

は

消

化

管
の

原
基
の

側
に
「

セ

ル

カ

リ

ア
」

で

見

た

者
に

類

似
し

陀
．．
O
Φ

菩
巴
ざ

σ・

藝
山
、、

が

あ

ゑ

排
泄
器
は

左

右

登「
く

獨
立
で、

各
側
の

者
が

體
の

後

端
に

近
き

處
に
一

個

宛
あ

る…
排

泄
口

に

よ
つ

て

外
に

閉
く

。

　〔ト
露
告

堕
堵
o・
μ

G。

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

駒

井
卓
）

VT

雑
 

ヨ

1

」

，
1

録

●
人
虱
雜
記
（

三
）

　
戰

争
と

讃
の

パ

ソ

デ

ミ

ー
と

は

麿

接
の

關

係
の

あ

ろ

こ

と

は
推
知

し
得“
へ

く
又

亭

實

膳
史
の

證
ず

る

と

こ

ろ

で

あ

る
。

歐

洲
戰

爭
が

有

史

以

來
の

最
大
戰

役
で
あ

る

な

ら

ば

等
L
く

鋤

軍
の

現

禺

も
未

曾
有
の

事
で

め

ろ

う、

ぞ

し

て

人

類

同
士

が
智
力
の

限

り

な

盡
し

て

闘
つ

て

る

ゐ

問
に

、

鍛
に

劉
し

て

も
同

樣
の

努
力

が

拂
は

れ
れ
の

で

あ
ろ

。

今

共
有
樣
な

簡

單
に

近
着
の

雜
誌
か

ら

摘
載

し
て

見

よ

う。

　
鐙
防

除
の

策
と

し

て

は
云

ふ

ま

で

も

な

く

喬
方
両
か

ら、

又

あ
ら
ゆ

る

方

法

か

講
ぜ

ら

れ

れ、

然
し

最
も

敏
速
に

有

勘

に

そ

し
て

大

規

模
に

實

行
の

可

能

が
證

朋
さ

れ
六

ゆ

は

焼
殺
法

と

蒸
殺

法
と

で

あ
つ

れ

樣
に

思
ほ

れ

る
、

從

て

夫

れ

に

對

し

て

各
種
の

装

置

が

案
出
さ

れ

見

實
施
さ

れ

れ
の

で

あ

る
。

　

　
　

蒸
汽

消
毒

樽
　
（
ゆ

鶏
円

島

G。

酔

霽
日
山

鼓
冐

諭

99
じ

　

戰
地
で

廣
く

行
は

れ

沈

者
セ

川
ビ

ブ

で

初
め

て

利

用
さ

れ
陀

の

で
「

セ

川

ピ

ア

樽
」

の

名
が

軍
隊
の

逓

用
語

と
な
つ

て

居
る

。

樽
の

兩

底
も
打
拔
い

て

蓋

と
木

製
の

格

子

と
を
作
り

つ

け
陀

者
で

あ

る
。

六

十
ガ
ロ

ン

入
り

の

者
な

れ

ば
兵
士
六

人

の
器
具

入

と
七

枚

〉 

二

八

の

毛

布
と’
を
一

時
に
淌
…

毒
す
右

こ

と
が
畠
來

る

と

云

ふ
。

こ

れ
を

裝

置
す
る

に

は

淺
い

圓
形
の

樽
底
に

相

當
す
る

湯
沸
し
が

丁

度
埋

ま
り
、

且

其

下

で

火

を

焚
く
餘

地
を

存
す
る

深
さ
の

溝…
を

堀
る

。

湯
沸
は

二

本
の

鐵
棒
を

溝
に

架
し
て

支
へ

、

上

に

は

樽
を
重

ね、

第

　

颶

　
　
　
、
．
・

　

　
ニ

ュ

ー
マ

ゾ

の

輕
便

消
祿
器

　

　

第
三

號

丶

卑
翫

鑰

鸞
浄

町

合
せ

目
（

丁

度
地
卒

の

高

さ

に

在
る

か

ら
）

に

は

粘

土
を

盛
つ

て

蒸
汽
の

逸

散

．

を
防
ぐ、
・

而

し
て

溝
の

他

端
に

煙
突
を

立
て

る
。

斯

く

し
て

間
に

合
せ

の

淌
毒
・

器
が

出
來
上

　
る

の

で

あ

・

る
、

樽
を
利

用
し
た

考

案

者
は

可
成

多
い

。

樽
を
一

列
に

並
べ

共

逋
の

火

力
を
利

用
し
た

者

で

あ
る

。

或
は

樽
と

湯
沸
を

全
く

離
し
て、

後

者
か

ら
の

蒸
氣
を

導
管
で

前
者
の

上
側
よ

ヶ

流
入

せ

し
め、

又

其

樽
の

下

側
に

龍
頭

を
取
う

つ

け

て

凝
結

し
た

水

を
流
出
さ

せ

る
。

賭

裝
澱
で

あ

る

と

レ

も

，
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